
  建築年数の古い木造建築物が密集する地域では、 

火災が発生した場合に大規模な火災につながる 

危険性が高いことから、日ごろの防火対策が重要です。 

 

●地域ぐるみで、防火防災訓練を実施しましょう。 
大規模な火災に発展させないためにも、消火器や消火栓を使 

用した初期消火活動が重要です。使用方法など、地域の住民、 

自治会及び商店街組合の関係者全員が熟知し、防火防災訓 

練を定期的に継続して実施していくことが、地域の防火対策 

には必要です。 

 

 

 

 

 

 近年建築年数が古い木造建築物が密集する地域で発生した火災  

令和４年４月・８月 

福岡県北九州市小倉北区の旦過地区で相次いで発生した火災は、 

４月には 45 棟、床面積約 3,300 ㎡を焼損。８月には 42 棟 、 

床面積約 1,900㎡を焼損しました。 

 

平成 28年 12月  

新潟県糸魚川市において、飲食店の大型こんろの消し忘れに 

より出火し、147 棟（全焼 120 棟、半焼５棟、部分焼 22 棟）、 

床面積約 30,000m²を焼損する大規模な火災が発生しました。 



 

●火を使用する飲食店には消火器の設置が原則義務付け 

られました。業務用消火器を設置してください。 

●火が出たら早めに消すことが重要なので、消火器の設置 

場所、使用方法について再確認をしてください。 

また定期的に点検をしてその結果を消防署に報告して 

ください。 

●火を使用している最中は、その場を離れないことや、 

こんろやダクトなどの厨房設備の維持管理、避難施設の 

維持管理について、徹底してください。 

●従業員を含めた消防訓練の実施はもちろんのこと、地域 

の防災訓練などにも、積極的に参加をお願いします。 

 

 

●火を使用している最中は、その場を離れないことを徹底 

してください。 

●火が出たら早めに消すことが重要なので、消火器を設置 

して、使用方法について確認をお願いします。 

●地域の防災訓練などにも、積極的に参加をお願いします。 

●寝室、階段への住宅用火災警報器（煙式）の設置はもち 

ろんのこと（義務設置です。）、台所に住宅用火災警報 

器（熱式）を設置することも防火対策として有効です。 

 

 

 

 

 

令 和 ４年１１月 

甲府地区消防本部 
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甲府地区広域行政事務組合

055-254-9119● 中 央  消  防  署
● 南　消　防　署
● 西　消　防　署

● 消防本部査察課　違反是正係
 査　察　係
 査　察　係
 査　察　係 055-276-3825

055-233-1499

055-222-1284


